
令和５年度 年間学習指導計画 岩手県立金ケ崎高等学校
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４ 評点の観点別配点(考査以外も含む合計) ５ 授業や課題等に取り組む上での留意点

前期末 後期中間 後期末

a 35 30 25

b 40 40 45

c 25 30 30

計 100 100 100

※変更がある場合は、教科担任が事前に連絡します。

教　　科 日本史探究

履修学年 4 普通科文系（２・３年分割履修）

知識・技能
我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から我が国の歴史に関する
様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

思考・表現・判断
我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念な
どを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明した
り，それらを基に議論したりする力を養う。

主体的に学習に
取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しようとする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深
い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。

教 科 書 日本史探究（東京書籍）

副教材等 『図説日本史通覧』（帝国書院）　　『新日本史研究ノート』（啓隆社）

「歴史総合」で学んだことを基に，我が国の歴史の展開について総合的な理解を深め，各時代の展開に関わる概念等を活用して多面的・多角的に考察し，歴史に見られる課題を把握し，
地域や日本，世界の歴史の関わりをふまえ，現代の日本の諸課題とその展望を探究する力を養うこと

評価の観点 科目の評価の観点の趣旨

単元の評価規準 評価方法

前
　
　
期

第１編　先史・古
代の日本と東アジ
ア

第１章　先史社会の生活と文化

○ ○ ○

a 先史・古代の日本と東アジアの展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史
 と関連付けながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から，先史・古代の日本と
 東アジアに関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにす
 る。

小テスト
授業態度
レポート
ノート提出
リフレクション

期 月
内容の

まとまり
単元

(題材)
項目

(学習内容)
評価の観点

第２章　歴史資料と先史・古代の展望

b  先史・古代の日本と東アジアの展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色など
 を，時期や年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念など
 を活用して多面的・多角的に考察する力や，考察したことを効果的に説明したり，それら
 を基に議論したりする力を養う。

第３章　古代社会の形成と展開

１節　律令国家の形成と古代文化の展
開

第２編　中世の日
本と世界

第１章　中世社会の成立 a  中世の日本と世界の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付け
  ながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から，中世の日本と世界に関する様々
  な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

前期中間考査

２節　摂関政治と貴族文化

○ ○ ○

ｃ 先史・古代の日本と東アジアの展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視
  野に課題を主体的に追究しようとする態度を養う。

小テスト
授業態度
レポート
ノート提出
リフレクション

b 中世の日本と世界の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や
 年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用し
 て多面的・多角的に考察する力や，考察したことを効果的に説明したり，それらを基に
 議論したりする力を養う。

第２章　歴史資料と中世の展望

１節　武家政権の成立と朝廷

２節　武家支配の広がりと国際交流

前期末考査

後
　
　
期

第３章　中世社会の展開

○ ○ ○

ｃ 中世の日本と世界の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題
  を主体的に追究しようとする態度を養う。

小テスト
授業態度
レポート
ノート提出
リフレクション

後期中間考査

第３編　近世の日
本と世界

第１章　近世社会の形成

○ ○ ○

a 近世の日本と世界の展開に関わる諸事象について，地理的条件や世界の歴史と関連付け
 ながら総合的に捉えて理解するとともに，諸資料から，近世の日本と世界に関する様々
 な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

小テスト
授業態度
レポート
ノート提出
リフレクション

後期末考査

前期中間

○主体的に授業に参加し、質問や話し合いを通じて自らの考えをまとめたり、根拠を示して表現し伝えるためグループワークを重視する。

○読む力を養うとともに歴史的思考力を養うため、史料の読み取りやペアワークを実施する。

○授業はスライドを使って進めるため、ノートに自分でポイントをまとめる作業を課す。

○アウトプットすることを評価するため、レポートを課す。

30

40

30

100

第２章　歴史資料と近世の展望 b 近世の日本と世界の展開に関わる事象の意味や意義，伝統と文化の特色などを，時期や
 年代，推移，比較，相互の関連や現在とのつながりなどに着目して，概念などを活用して
 多面的・多角的に考察する力や，考察したことを効果的に説明したり，それらを基に議論
 したりする力を養う。

第３章　近世社会の展開

１節　幕藩体制の確立 ｃ 近世の日本と世界の展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を
 主体的に追究しようとする態度を養う。

２節　近世社会の成熟と幕藩体制の動
揺


